
平
成
26

年
10

月
26

日

（
日
）
に
、
平
成
23
年

に
再
建
さ
れ
第
4
回
大

樟
会
東
播
磨
支
部
の
平

成
26
年
度
総
会
を
東
京

田
村
加
古
川
店
（
加
古

川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
４
Ｆ
）

で
開
催
。
終
了
後
、
引

き
続
き
懇
親
会
を
開
催

し
、
昔
話
に
花
が
咲
き
、

旧
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親

会
の
前
に
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
人
間
科
学
部

教
授
の
中
尾
美
喜
夫
先

生
に
「
健
康
と
運
動
処

方
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
義
と
実
技
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
真
剣
に
聴
講
・

実
技
を
行
い
、
筋
肉
痛

の
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

大
樟
会
本
部
か
ら
、

上
田
敬
二
郎
常
務
理
事

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

本
部
新
会
長
の
方
針
な

ど
盛
り
込
ん
で
挨
拶
い

た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
冒
頭
に
平
成
25
年

度
の

総
括

と
し

て
、

「
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
と
東
播
磨
支
部

新
聞
の
創
刊
は
、
支
部

の
広
報
活
動
と
な
り
、

支
部
会
員
へ
参
加
呼
び

か
け
の
媒
体
と
な
っ
て

い
る
。
」
平
成
26
年
度

活
動

方
針

と
し

て
、

「
さ
ら
に
新
し
い
企
画

を
す
す
め
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」

と
支
部
長
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
は
、
24
回
卒
業

の
前
田
相
談
役
や
35
回

卒
業
の
山
本
支
部
長
を

筆
頭
に
、
総
勢
19
名
と

少
人
数
な
が
ら
、
新
規

参
加
者
が
5
名
と
徐
々

に
で
す
が
、
参
加
人
数

も
増
え
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25

年
度
活
動
報
告
、
会
計

報
告
と
監
査
報
告
、
平

成
26
年
度
活
動
計
画
案

や
活
動
方
針
、
一
部
支

部
会
則
変
更
（
東
播
磨

支
部
所
在
地
変
更
と
会

計
月
の
変
更
）
が
承
認

さ
れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

懇
親
会
の
先
頭
を
切
っ

て
、
「
剣
舞
」
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
免
流
「
川
中
島
」
の

詩
吟
に
合
わ
せ
て
、
舞
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、
見
惚
れ
、

終
了
後
は
、
拍
手
喝
采

で
し
た
。
会
場
を
お
借

り
し
た
東
京
田
村
加
古

川
店
様
に
は
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
天
井
が

低
く
、
場
所
が
狭
か
っ

た
の
で
、
剣
に
気
を
遣

い
な
が
ら
の
立
ち
振
る

舞
い
で
恐
縮
で
し
た
。

（
次
頁
に
続
く
）
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大
樟
会
東
播
磨
支
部
新
聞

再建４年目支部総会を東京田村加古川店で開催

昨
年
に
引
き
続
き
、
総

会
終
了
後
、
懇
親
会
の

間
に
、
人
間
科
学
部
教

授
の
中
尾
美
喜
夫
先
生

に
、
「
健
康
と
運
動
処

方
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
講
義
と
実
技
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
健
康
づ
く
り
と
運
動

処
方
」
の
講
義
と
、

「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
実
技

が
あ
り
、
総
会
参
加
者

の
方
々
の
老
後
の
暮
ら

し
方
に
対
す
る
運
動
の

重
要
性
に
対
し
て
ご
提

案
が
あ
り
、
有
難
く
拝

聴
し
ま
し
た
。
「
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
（
運
動
器
障
害
の

た
め
要
介
護
に
な
る
症

状
）
対
策
で
す
。

新
規
参
加
者
の
方
多
く
、
盛
況
！

人
間
科
学
部
教
授
「
中
尾
美
喜
夫
」
先
生
特
別
講
義

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

東
播
磨
支
部
の
会
員
の

方
に
役
に
立
つ
耳
よ
り

な
情
報
（
グ
ル
メ
・
観

光
・
買
い
物
情
報
な
ど
）

を
特
集
し
て
い
き
た
い

と
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
３
号
は
、
第
２
号

に
引
き
続
き
東
播
磨
支

部
副
会
長
の
山
脇
（
45

回
卒
業
）
が
観
光
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

「
剣
豪
・
宮
本
武
蔵

の
生
涯
②
」

や
つ
は
鎖
鎌
の
修
練
者
、

宍
戸
梅
軒
で
あ
る
。
武

蔵
は
こ
の
鎖
鎌
の
名
人

を
倒
し
て
後
難
を
除
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
戦
い
を
挑
ん
だ
。

梅
軒
は
鎖
に
つ
い
た
分

銅
を
激
し
く
回
転
さ
せ
、

武
蔵
の
小
刀
に
巻
き
つ

け
た
が
、
武
蔵
は
す
ば

や
く
敵
の
ふ
と
こ
ろ
に

飛
び
込
み
、
左
手
の
太

刀
で
梅
軒
の
胸
を
貫
い

た
と
い
う
。
こ
れ
が
武

蔵
の
「
二
天
一
流
」
の

極
意
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。
（
次
頁
に
続
く
）

懇
親
会
で
「
剣
舞
」
披
露
！

幹
事
の
森
本
信
市
さ
ん
（
38
回
卒
業
）
舞
う

東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト

第
3
号
は
、
「
観
光
レ
ポ
ー
ト
」
し
ま
す

本
部
：
上
田
敬
二
郎

常
務
理
事
あ
い
さ
つ

山
本
支
部
長

冒
頭
あ
い
さ
つ



森
本
さ
ん
の
剣
舞
は
、

東
播
磨
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
動
画
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
「
大

樟
会
東
播
磨
支
部
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

http://ookusukai.sak

ura.ne.jp/

第
５
回
総
会
開
催
予
定

平
成
27
年
10
月
25
日

（
日
）

今
後
は
、
10
月
の
第
４

日
曜
日
で
固
定
し
て
開

催
予
定
で
す
の
で
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
た

く
さ
ん
の
会
員
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

定
例
役
員
会
開
催
予
定

・
３
月
22
日
（
日
）

・
６
月
21
日
（
日
）

・
８
月
23
日
（
日
）

・
９
月
20
日
（
日
）

事
業
・
イ
ベ
ン
ト
部
会

の
行
事
と
し
て
、

ヤ
マ
サ
蒲
鉾
（
株
）
様

の
工
場
見
学
（
姫
路
市

夢
前
町
）
を
２
０
１
５

年
５
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

芝
桜
が
大
変
有
名
の
よ

う
で
す
。
た
く
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。http://www.e-y

amasa.com/shibasakur

a/img/park.jpg

【
江
戸
下
向
】

慶
長
10
（
１
６
０
５
）

年
、
武
蔵
は
江
戸
に
入
っ

た
。
武
蔵
の
名
は
、
京

都
の
吉
岡
一
門
と
の
対

決
で
武
芸
者
の
間
で
は

知
れ
渡
っ
て
い
た
た
め
、

す
ぐ
さ
ま
挑
戦
し
て
く

る
剣
豪
が
い
た
。
棒
術

の
達
人
、
背
は
六
尺
豊

か
な
大
兵
、
夢
想
権
之

助
で
あ
っ
た
が
、
割
木

を
持
っ
た
武
蔵
に
一
撃

を
く
ら
い
そ
の
場
を
立

ち
去
っ
た
。
翌
年
武
蔵

は
、
柳
生
家
の
士
、
大

瀬
戸
隼
人
、
辻
風
何
坊

を
進
ん
で
き
た
処
を
討

ち
、
敵
は
倒
れ
て
手
水

鉢
で
背
骨
を
打
ち
気
絶
。

の
ち
辻
風
は
病
に
て
死

ん
だ
。
そ
の
後
武
蔵
は
、

数
年
間
江
戸
で
剣
術
を

磨
き
、
門
弟
た
ち
に
そ

の
技
法
を
伝
授
し
て
い

た
。
慶
長
16
（
１
６
１

１
）
年
の
暮
れ
に
武
蔵

が
江
戸
を
離
れ
る
頃
、

門
弟
た
ち
は
武
蔵
の
絵

姿
を
描
い
て
こ
れ
を
日

夜
礼
拝
し
て
い
た
と
い

う
。そ

の
頃
、
江
戸
で
伊

藤
一
刀
斎
か
ら
剣
技
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い

た
若
い
剣
客
こ
そ
、
佐
々

木
小
次
郎
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
小
次
郎
は
天
下

無
双
の
名
声
を
得
、
豊

前
小
倉
藩
の
剣
術
指
南

役
に
上
が
り
つ
め
た
。

慶
長
５
（
１
６
０
０
）

年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に

敗
れ
、
豊
前
中
津
城
主

の
黒
田
如
水
（
慶
長
９

年
３
月
没
）
を
頼
っ
た

新
免
衆
の
中
に
黒
田
家

へ
の
士
官
か
ら
あ
ふ
れ

た
六
人
衆
が
い
た
。
彼

ら
は
そ
の
後
細
川
忠
興

に
拾
わ
れ
た
が
、
巌
流

と
称
し
天
下
無
双
を
自

称
し
て
い
る
佐
々
木
小

次
郎
よ
り
、
か
つ
て
の

同
郷
で
あ
る
武
蔵
こ
そ

そ
の
名
に
値
す
る
と
信

じ
て
い
た
。
そ
の
後
筆

頭
家
老
の
仲
介
に
よ
り
、

舟
島
で
の
決
闘
が
実
現

し
た
。

【
巌
流
島
の
決
闘
】

宮
本
武
蔵
と
、
巌
流

秘
剣
燕
返
し
の
佐
々
木

小
次
郎
と
の
仕
合
は
、

慶
長
17
（
１
６
１
２
）

年
４
月
13
日
、
辰
の
上

刻
（
午
前
７
時
）
と
決

め
ら
れ
た
。
武
蔵
は
こ

の
仕
合
の
た
め
に
種
々

の
策
を
用
い
た
。
武
蔵

は
舟
島
に
向
か
う
舟
の

中
で
綿
入
れ
を
纏
っ
て

横
に
な
り
、
体
調
維
持

に
努
め
た
。
小
次
郎
は

三
時
間
も
の
間
潮
風
に

肌
を
晒
し
て
苛
立
っ
て

い
た
。
小
次
郎
は
物
干

し
竿
と
呼
ば
れ
る
長
刀

を
抜
き
、
武
蔵
は
櫂
を

削
っ
た
木
刀
を
構
え
る
。

じ
り
じ
り
と
に
じ
り
寄
っ

た
小
次
郎
が
、
長
刀
を

一
閃
す
る
と
、
武
蔵
の

足
が
地
を
蹴
り
宙
を
舞
っ

た
。
武
蔵
の
鉢
巻
が
二

つ
に
斬
ら
れ
た
が
、
同

時
に
小
次
郎
の
頭
は
櫂

の
木
刀
で
微
塵
に
打
ち

砕
か
れ
て
い
た
。
こ
こ

ま
で
は
通
説
で
あ
る
が
、

次
の
よ
う
な
異
説
も
あ

る
。武

蔵
が
去
る
と
物
陰

に
隠
れ
て
い
た
武
蔵
の

弟
子
た
ち
が
出
て
き
て
、

小
次
郎
に
息
が
あ
る
の

を
知
る
と
、
止
め
を
刺

し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た

小
次
郎
の
弟
子
た
ち
が

大
挙
し
て
島
に
向
か
っ

た
。
弟
子
た
ち
の
な
し

た
こ
と
を
知
っ
た
武
蔵

は
事
態
の
収
拾
の
た
め
、

門
司
城
代
の
沼
田
氏
に

救
い
を
求
め
、
そ
の
後

豊
後
に
住
ん
で
い
る
父

無
二
斎
の
所
に
送
ら
れ

た
。

【
播
磨
の
国
】

翌
々
年
武
蔵
は
31
歳

の
時
、
大
坂
冬
の
陣
に

西
軍
と
し
て
参
戦
。
そ

し
て
翌

年
の

元
和

元

（
１
６
１
５
）
年
、
大

坂
夏
の
陣
に
も
参
戦
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
播
磨
の
国
に
帰

り
、
数
年
間
姫
路
城
下

で
暮
ら
し
、
41
歳
の
時
、

伊
織
を
養
子
に
し
た
。

こ
の
頃
明
石
城
下
の
町

割
り
も
し
た
と
思
わ
れ

る
。

【
豊
前
の
国
】

宮
本
伊
織
は
、
寛
永

９
（
１
６
３
２
）
年
元

明
石
藩
主
小
笠
原
忠
真

が
豊
前
の
国
に
国
替
え

と
な
っ
た
た
め
に
小
倉

に
移
っ
た
。
武
蔵
も
翌
々

年
51
歳
の
時
、
忠
真
の

客
分
と
な
り
、
寛
永
14

（
１
６
３
８
）
年
54
歳

の
時
、
島
原
の
乱
で
伊

織
と
と
も
に
忠
真
の
陣

に
軍
監
と
し
て
出
陣
し

た
。

【
肥
後
の
国
】

武
蔵
は
、
寛
永
17

（
１
６
４
０
）
年
、
肥

後
の
国
熊
本
藩
主
、
細

川
忠
利
の
知
遇
を
得
、

熊
本
千
葉
城
跡
に
住
ん

だ
。
そ
の
後
「
兵
法
三

十
五
箇
条
」
を
著
し
、

忠
利
の
死
後
、
茶
禅
書

画
に
没
頭
し
、
60
歳
の

時
、
熊
本
近
郊
「
霊
巌

堂
」
に
籠
り
、
「
五
輪

書
」
を
書
き
始
め
た
。

正
保
２
（
１
６
４
５
）

年
、
「
独
行
道
」
書
き

記
し
、
「
五
輪
書
」

の

執
筆
を
終
え
た
後
、
５

月
19
日
62
歳
で
静
か
に

世
を
去
っ
た
。
（
完
）

第３号 大樟会東播磨支部新聞 平成２６年１１月２２日

「
東
播
磨
支
部
レ
ポ
ー
ト
」
続
き


